
ＩＥＣ ６１１３１－３,ＪＩＳ Ｂ３５０３とは 
  

 

■ ＰＬＣ関連の国際規格および国内規格とその状況 

ＩＥＣ規格とそれに対応したＪＩＳの状況は次の通りです｡PLCopen Japanは､プログラマブルコントローラのプログ

ラミング言語の標準規格IEC 61131-3及びJIS B3503の普及促進を主な活動目的としています｡ 

ＩＥＣ ＪＩＳ 

規格番号 タイトル 制定,改正,審議状況の概要 規格番号 タイトル 制定,改正,審議状況の概要

IEC 
61131-1 

Programmable controllers ‒ Part 1 
General information 

1992年制定 
[SC65B]改正作業中 

JIS B 3501
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ
－一般情報 

1993年制定､1997年改正 
改正作業中 

IEC 
61131-2 
 

Programmable controllers ‒ Part 2 
Equipment requirement and tests 

1992年制定 
[SC65B]改正作業中 
 

JIS B 3502
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ
－装置への要求事
項及び試験 

1993年制定､1997年改正 
改正作業中 

IEC 
61131-3 

Programmable controllers ‒ Part 3  
Programming language 

1993年制定 
改正版2nd Edition 2002年秋

JIS B 3503
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ
－ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語 

1997年制定 
(2nd Edition 一部対応) 

IEC 
61131-4 
TR3 

Programmable controllers ‒ Part 4 
User guideline 

1995年制定 
[SC65B]改正作業中 

   

IEC 
61131-5 

Programmable controllers ‒ Part 5 
Messaging service specification 

2000年制定    

IEC 
61131-7 

Programmable controllers ‒ Part 7 
Fuzzy control programming 

2000年制定    

IEC 
61131-8 
TR 

Programmable controllers ‒ Part 8 
Guidelines for the application and 
implementation of programming 
languages 

2000年制定 
[SC65B]改正作業中 
 

   

IEC 
61131-X 

Programmable controllers ‒ Part X 
Functional safety 

[SC65B] 検討作業中 
(65B/433-433A/NP) 

   

 

■ IEC 61131-3及びJIS B3503の特長…ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの効率化とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ資産の共有化を実現します｡ 

  アプリケーションソフトの作成コストは､ＰＬＣのハードコストの数倍に達しています。 

   今後は､プログラミングの効率化を中心としたエンジニアリング時間・コストの圧縮が最大の合理化課題です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＦＣ 制御システム全体の動作を表現するのに便利 
 
 

遷移条件はＬＤ，ＦＢＤ

等で記述できる 

遷移条件

遷移条件

遷移条件

ｽﾀｰﾄ

ｽﾃｯﾌﾟ1 Ｎ

ｽﾃｯﾌﾟ2

ｽﾃｯﾌﾟ4

Action1

Ｓ Action2 

Ｓ Action4 

ｽﾃｯﾌﾟ3 Ｓ Action3

分岐 

合流 

Action1で指定された 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行する｡

１．用途別の5つ言語セット ・ 混在使用可能 

ＩＬ （ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ ﾘｽﾄ） アプリケーションの小型化 

ＬＤ （ﾗﾀﾞｰ ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ） リレーシーケンスの置き換え 

ＦＢＤ（ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ﾌﾞﾛｯｸ ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ） データ処理系（PID制御等） 

ＳＴ （ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞ ﾃｷｽﾄ） IF-THEN-ELSE、REP-UNTIL等計算機技術者向きハイレベル言語 

ＳＦＣ（ｼｰｹﾝｼｬﾙ ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ﾁｬｰﾄ） アプリケーション構造記述 

使用者のスキルや目的に 
合った言語が使える｡ 

ＰＬＣプログラミング言語の 
グローバルスタンダード 

【【IIEECC6611113311--33のの誕誕生生ままでで】】  

11997777  GGRRAAFFCCEETT((フフラランンスス))  

DDIINN  4400771199,,  FFuunnccttiioonn  CChhaarrttss((ドドイイツツ))  

11997788  NNEEMMAA  IICCSS--33--330044,,  PPrrooggrraammmmaabbllee  CCoonnttrroolllleerrss  ((アアメメリリカカ))  

11998800  DDIINN  1199223399,,  PPrrooggrraammmmaabbllee  CCoonnttrroolllleerr  ((ドドイイツツ)) 

11998833  EECC6655AA((SSeecc))3388,,  PPrrooggrraammmmaabbllee  CCoonnttrroolllleerrss  

11998855  IIEECC  SSCC6655AA((SSeecc))4499,,  PPCC  LLaanngguuaaggeess  

11998877  IIEECC884488,,  FFuunnccttiioonn  CChhaarrttss 

11999933  IIEECC11113311--33    

11999966  IIEECC6611113311--33  にに改改称称  

Function Bock Diagram

Ａ

Ｂ
Ｃ

Structured Text 

Instruction List 

ＬＤ   Ａ 
ＡＮＤＮ Ｂ 
ＳＴ   Ｃ 

Ｃ：＝Ａ ＡＮＤ ＮＯＴ Ｂ

Ladder Diagram 

( ) 
Ａ   Ｂ    Ｃ

＆ 。 



 

 

 

 

 

 
従来 ＩＥＣ  
Ａ社 Ｂ社 変数(信号名) 変数の型 ｱﾄﾞﾚｽ 

一般メモリ V1.8 M100 運転準備 BOOL 自動割付 
一般メモリ VD1 D0 風量 DWORD 自動割付 
一般メモリ VD2 D10 運転日 DATE 自動割付 
リテイン(保持)メ
モリ 

MD3 D100 累積運転時間 TIME 自動割付 

デジタル入力 I0.0 X00 ﾌｧﾝ始動 BOOL %IX1.0.0 
デジタル出力 Q1.7 Y01 ﾌｧﾝﾓｰﾀ BOOL %QX2.0.0 
アナログ出力 AQ4 D1000 風量 INT %QW3.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来は､演算用を含む総ての信号名をＰＬＣ固有の
メモリに割り付け 

↓ 
各社のＰＬＣ仕様にアプリが強く依存 

２．実行機種に依存せず､利用性が向上 

  変数によるプログラミング→実行機種に依存せず､利用性の向上 

ＦＣ（計算）、ＦＢＤ（PID制御、ｶｳﾝﾀ等）によるソフト部品化 

使用ＰＬＣに依存せず､既存 
ソフト、ソフト部品の再利用 
が簡単にできる｡ 

３．プログラムの構造化 

  関連するプログラム毎に、小さな部分に分解可 (POU) 

  連結するＩ/O毎に、実行スキャン周期を指定可 (TASK) 
誰でもわかるソフト、部分制御 
目的に合ったソフトができる｡ 

４．導入教育の効率化 

   プログラミングのＭＭＩ・操作はメーカ・機種を問わず同一 
設計者、保守員の導入教育が容易 

 

マルチベンダ環境の実現が

でき、設備導入費・維持費の

低減が可能｡ 

５．世界共通のプログラミング規格 
    日本の機械産業の輸出比率は３０％を超え、また各製造業も 
    海外生産拠点を持つ時代に対応｡ 

グローバルスタンダード｡ 

ＩＥＣでは変数（信号）名でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが基本｡ 
変数のﾃﾞｰﾀ型も厳格に定義｡→誤り防止。

入出力など絶対ｱﾄﾞﾚｽが必要なもののみ､％接頭符号によりｱﾄﾞﾚｽ指定｡ 

  

 
ＩＥＣでは､ﾕｰｻﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾘな変数（信号）名でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞ｡ ﾃﾞｰﾀ型定義で従来は作成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏしか正確に判
別できない変数のﾃﾞｰﾀ型も第3者にも判る｡ 絶対ﾒﾓ
ﾘｱﾄﾞﾚｽの指定は入出力など必要なもののみでOK｡ 

↓ 
各社のＰＬＣ仕様に依存しないアプリの実現 
作成者以外でもプログラムの可読が容易 

再利用性の高いプログラム 

 
 ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

異常処理 

PART1 

PART3 

PART2 

I/O割付 

メモリ割付 

アドレスコメント 

ｲﾝﾀﾛｯｸ   

共通入出力変数 

PART１ 

変数定義 
動作説明 

ＰＯＵ 

 

Ａ社PLC 

Ｂ社PLC 

Ｃ社PLC 

共通導入

教育 

Ｄ社PLC 



■ 各社のIEC61131-3及びJISB3503のプログラミングツール画面例と特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右図は、IEC準拠のLD、FBD、SFCで作成したプロ

グラムの 実行状態をモニタしている画面です。 

【Ａ社ツールの特長】 

 1) ネットワークで接続されたシステム全体を一
元管理、異なるコントローラの実行状態を同一

画面で同時モニタ 

 2) IEC準拠のLD、FBD、SFCを1枚のシートに 
混在表記可能 

 3) オンラインプログラム変更、フォース、トレン
ドモニタなど、豊富なデバッグサポート機能 

 4) クライアント／サーバ構成で複数設計者に 
よる同時エンジニアリング 

 5) ソースプログラムをコントローラに保存可能 
 6) 大規模から小規模まで、シーケンス制御から 
計装制御まで 1種類のツールでサポート 

左図は10個のウィンドウを開き、システム

デバックを行っている様子を示します｡ 

【Ｂ社ツールの特長】 

1) Windowsに準拠した覚えやすい操作性 

2) 複数のシステムを１つのプロジェクト

で管理、モニタリング 

3) マルチプロセッサ対応 

4) ネットワーク経由での操作 

5) 外部アプリケーション（ＶＢなど）との

変数名連携（ＯＰＣサーバ） 

6) ソースプログラムのＣＰＵへの保存 

（サポート機種限定） 

異なったメーカのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾂｰﾙであっても､

基本構造･操作は共通です｡複数ブランドのＰＬ

Ｃシステムを導入する場合に大変便利です｡ 

右図は、特長とする5言語の各ウィンドウを開いて 

編集している様子を示しています。 

【Ｃ社ツール特長】 

1) IEC61131-3に準拠し、5言語(LD, FBD, SFC, ST, IL)

をフルサポート 

2) 国際標準規格対応を具現化すべく、６ｹ国語（日本

語・英語・ドイツ語・フランス語・イタリア語・スペ

イン語）に対応 

3) 大規模から小規模まで、このツール１本でサポート 

4) ソースプログラムもPLCに保存でき、現場でのメン

テナンスも可能（サポート機種限定） 

5) 従来ツールで作成したプログラムも、このツールに

読み込むことができる 

 



 

■ 普及状況 

  地域によりその普及状況に温度差はありますが､年々その認知度が浸透し製品採用も世界的な規模で進んでいます｡ 

普及が遅れていたアジアにおいても､ここ数年採用の動きが活発になってきました。従来、日本企業は計測技術者や計算 

技術者若しくは海外でのPLC販売や輸出向け機械・プラントにおいてIEC61131-3対応品を採用する傾向が一般的でした。 

IEC61131-3のJIS版であるJISB3503が国土交通省の2001年度版電気設備工事標準に採用されたことから、今後国内 

一般にも広く普及・採用が進むものと考えられます。 

PLCopenには、世界の主要PLC関連企業（欧州のSiemens、米国のRockwell Automation、日本の三菱電機をはじめ） 

45社が加盟しております｡（別冊PLCopen Japan案内パンフレット参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊パソコンＰＣを実行系とするソフトＰＬＣでは､地域に無関係にＩＥＣ61131-3が採用されるのが一般的な傾向です｡ 

    

PLCopen Japan    〒103-0011 東京都中央区日本橋大伝馬町５番７号（富士電機機器制御株式会社内） 
 E-mail address info@plcopen-japan.jp  URL http://www.plcopen-japan.jp  FAX 03-5847-8181 （2007.05） 

Europe 

欧欧州州でではは殆殆どどののＰＰＬＬＣＣメメーーカカがが IIEECC6611113311--33    

準準拠拠のの製製品品をを販販売売。。ソソフフトトウウェェアアのの研研修修もも実実施施

ししてていいるる。。ドドイイツツ・・オオラランンダダ・・ススイイスス・・オオーースストトリリ

アアはは必必須須、、フフラランンスス・・ススカカンンジジナナビビアア諸諸国国ででもも

主主流流､､イイギギリリスス・・イイタタリリアア・・ススペペイインンはは従従来来方方式式

もも併併在在。。日日本本ののＰＰＬＬＣＣメメーーカカももそそのの多多くくがが

IIEECC6611113311--33対対応応品品をを販販売売｡｡ 

米米国国ででははRRoocckkwweellll  AAuuttoommaattiioonn（（ＡＡＢＢ））がが

ＩＩEECC6611113311--33にに対対応応ししたた新新シシリリーーズズをを販販売売
ししてておおりり、、普普及及ししつつつつああるる。。現現地地ユユーーザザ調調

査査結結果果にによよるるとと、、ＩＩEECC6611113311--33がが必必須須ままたた
はは重重要要とと答答ええがが約約5500％％をを占占めめてていいるる｡｡  

America Asia

日日本本：：  IIEECC6611113311--33  をを使使用用ししてていいるるユユーーザザ
がが増増ええつつつつああるる。。現現在在７７社社ののメメーーカカがが

IIEECC6611113311--33  対対応応品品をを国国内内販販売売ししてて
いいるる。。  

オオーースストトララリリアア：：  IIEECC6611113311--33  はは広広くく知知らられれ
てておおりり､､大大企企業業でではは既既にに使使用用さされれてていい

るる。。  

中中国国､､韓韓国国：：  欧欧州州企企業業のの影影響響でで､､普普及及ししつつ

つつああるる｡｡ 

 

all 5 languages 
ＦＢＤやＳＦＣを従来より使用。 
普及の下地あり。 

1. LD
2. FBD（計装）
3. ST 
4. SFC 

 

1. LD 
2. FBD 
3. ST 

左図は、FBDでプログラムを作成しているところ

です。 

【Ｄ社ツール特長】 

1）IEC準拠の5言語をサポート 

2）日本語、英語の2ヶ国語に対応 

3）ソースプログラムをコントローラに保存 

4）DCS相当の制御機能をFBで提供 

5）各種通信機能をFBで提供 

  Ethernet/RS-232C汎用通信、コントローラ間

通信、 他社製PLCとの通信、グラフィック 

パネル接続，温調計接続。電力モニタ接続 

6） 各種アプリケーション機能をFB集として 

提供 

  ボイラー制御、ボイラー補機制御、他 


